
　

尿
路
結
石
症
の
治
療
法
の
1
つ
に
体
外
衝
撃
波

結
石
破
砕
術
（
E
S
W
L
）
が
あ
り
ま
す
。
衝

撃
波
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
患
者
さ
ん
の
体
を
通
過

し
、
主
に
結
石
の
表
面
に
作
用
し
ま
す
の
で
、
体

に
傷
を
つ
け
る
事
な
く
結
石
を
破
壊
す
る
事
が

可
能
で
す
。
又
、
治
療
時
の
痛
み
の
レ
ベ
ル
も
低

く
、
鎮
痛
薬
の
使
用
の
み
で
済
む
為
、
麻
酔
が
不

要
で
、
1
泊
入
院
で
の
治
療
が
可
能
で
す
。
当
科

で
も
以
前
は
E
S
W
L
を
行
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
破
砕
機
の
設
置
が
1
9
8
9
年
7
月
と
古

く
、
2
0
1
1
年
6
月
に
老
朽
化
に
よ
り
稼
働
不

能
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
皆
様
に
は
長
ら
く
御
不

便
を
お
か
け
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
新
規

に
破
砕
装
置
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
の
で
御
知
ら
せ

し
ま
す
。
機
種
は
ス
イ
ス
の
ス
ト
ル
ツ
社
製
の
モ

デ
ュ
リ
ス
S
L
X-

M
X
で
す
。
日
本
全
国
の
多

く
の
病
院
で
採
用
さ
れ
て
い
る
、
実
績
の
あ
る
機

械
で
す
。
当
科
の
装
置
も
既
に
2
0
1
4
年
11

月
よ
り
稼
働
し
て
い
ま
す
が
、
結
石
破
砕
力
が
強

く
、
疼
痛
は
低
レ
ベ
ル
で
、
治
療
成
績
良
好
で
す
。

　

で
は
先
ず
尿
路
結
石
症
と
そ
の
治
療
に
つ
い
て

簡
単
に
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

尿
路
と
は
尿
が
排
出
さ
れ
る
経
路
を
い
い
、
腎

（
右
・
左
）、
尿
管
（
右
・
左
）、
膀
胱
、
尿
道
よ

り
構
成
さ
れ
ま
す
。
尿
路
結
石
は
尿
中
で
カ
ル
シ

ウ
ム
や
シ
ュ
ウ
酸
、
尿
酸
な
ど
が
高
濃
度
に
な
り
、

結
晶
化
し
て
生
じ
ま
す
。
尿
路
の
何
れ
か
の
場
所

で
結
石
が
排
出
困
難
と
な
り
、
疼
痛
、
血
尿
な
ど

を
来
し
た
も
の
が
尿
路
結
石
症
で
す
。

　

特
に
疼
痛
は
激
烈
で
疝
痛
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
ど
ち
ら
か
の
尿
管
に
結
石
が
詰
ま
り
、
陥
頓

を
来
し
た
時
に
生
じ
、
同
側
の
腰
部
か
ら
背
部
に
、

今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
も
無
い
様
な
、
強
い
痛
み

が
突
発
し
ま
す
。
激
痛
の
為
、
嘔
吐
を
伴
う
事
も

し
ば
し
ば
有
り
ま
す
。
疼
痛
は
結
石
の
詰
ま
っ
た

部
位
よ
り
上
方
の
尿
路
が
、
溜
ま
っ
た
尿
の
為
に

腫
れ
あ
が
る
事
に
よ
り
生
じ
ま
す
。
し
か
し
結
石

と
尿
管
の
間
に
緩
み
が
生
じ
、
尿
が
流
れ
る
と
、

腫
れ
が
軽
減
さ
れ
る
為
、
痛
み
も
楽
に
な
り
ま
す
。

こ
の
様
に
疝
痛
の
突
発
と
軽
快
を
繰
り
返
す
の
が

尿
管
結
石
症
の
特
徴
で
す
。

　

又
、
感
染
症
併
発
に
よ
る
発
熱
も
、
し
ば
し
ば

見
ら
れ
る
合
併
症
で
す
。
前
記
の
如
く
、
結
石
の

上
方
に
は
尿
が
停
滞
し
て
お
り
、
細
菌
が
侵
入
・

増
殖
し
て
も
排
出
さ
れ
な
い
為
、
重
篤
な
腎
盂
腎

炎
に
進
展
す
る
事
が
稀
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

更
に
結
石
の
陥
頓
が
長
期
化
す
る
と
、
尿
が
貯

留
・
停
滞
し
た
上
方
の
尿
路
の
緊
張
が
緩
み
、
疼

痛
は
次
第
に
軽
減
さ
れ
て
行
き
ま
す
が
、
尿
を
排

出
で
き
な
い
為
、
同
側
の
腎
が
数
ヶ
月
の
経
過
で

機
能
を
失
っ
て
行
き
ま
す
。

　

こ
の
様
な
尿
路
結
石
症
の
主
な
治
療
法
と
し
て

以
下
の
様
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

⑴　

内
服
薬
に
よ
る
、
結
石
排
出
促
進

⑵　

体
外
衝
撃
波
結
石
破
砕
術
（
E
S
W
L
） 

⑶　

 

経
尿
道
的
な
内
視
鏡
下
の
結
石
破
砕
術

（
T
U
L
な
ど
）

⑷　

腎
瘻
を
介
し
た
結
石
破
砕
術
（
P
N
L
）

⑸　

開
腹
手
術

　

⑴
の
薬
剤
は
尿
管
の
緊
張
を
緩
め
、
陥
頓
し
た

結
石
が
排
出
さ
れ
易
く
す
る
も
の
で
す
。
特
殊
な

組
成
の
結
石
を
除
き
、
一
般
的
な
結
石
を
溶
か
す

薬
剤
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

⑶
は
尿
道
か
ら
結
石
の
部
位
ま
で
内
視
鏡
を
進

め
、
内
視
鏡
内
に
挿
入
し
た
装
置
に
よ
り
、
結
石

を
破
砕
す
る
も
の
で
、
全
身
麻
酔
、
脊
椎
麻
酔
等

が
必
要
で
す
。

　

⑷
は
皮
膚
か
ら
腎
臓
に
向
か
っ
て
穴
を
開
け
、

こ
の
通
路
に
内
視
鏡
を
挿
入
し
て
結
石
を
破
砕
す

る
も
の
で
、
や
は
り
全
身
麻
酔
、
脊
椎
麻
酔
等
が

必
要
で
す
。

　

⑸
の
開
腹
手
術
を
行
う
事
は
現
在
で
は
特
殊
な

例
を
除
い
て
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
E
S
W
L
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

図
1
が
モ
デ
ュ
リ
ス
S
L
X-

M
X
で
、
主
に
①

衝
撃
波
発
生
装
置
、
②
透
視
装
置
、
③
治
療
台
及

び
位
置
合
わ
せ
機
構
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

衝
撃
波
と
は
音
波
の
一
種
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
レ

ベ
ル
が
突
発
的
に
大
き
く
な
る
の
が
特
徴
で
す
。

雷
が
落
ち
た
時
や
、
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
音
速
を
超
え

た
時
の
ド
ー
ン
と
い
う
衝
撃
音
や
、
火
薬
が
爆
発

し
た
時
の
バ
ー
ン
い
う
音
を
思
い
起
こ
さ
れ
た
ら

よ
い
で
し
ょ
う
。
図
2
に
示
し
た
様
に
、
衝
撃
波

は
ピ
ー
ク
の
非
常
に
大
き
な
、
尖
っ
た
波
形
で
す
。

こ
れ
に
較
べ
、
一
般
的
な
音
波
は
振
幅
が
小
さ
く
、

波
形
も
丸
み
を
帯
び
て
い
ま
す
。

（
実
際
の
衝
撃
波
の
圧
力
は
音
波
の
10
万
〜
100
万

倍
で
す
が
、
波
形
の
比
較
の
為
に
同
程
度
の
大
き
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さ
で
示
し
て
い
ま
す
）

　

衝
撃
波
の
通
過
し
や
す
さ
は
液
体
（
水
・

人
体
）と
固
体（
結
石
）で
大
き
く
異
な
る
為
、

図
3
に
示
し
た
⒜
⒝
の
現
象
が
生
じ
ま
す
。

⒜　

 

人
体
か
ら
結
石
に
入
る
時
に
は
、
結
石

表
面
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
1
部
が
反
射

し
、
結
石
を
圧
縮
す
る
力
と
し
て
作
用

し
ま
す
。

⒝　

 

結
石
内
部
に
進
入
し
た
衝
撃
波
が
、
対

側
か
ら
人
体
組
織
に
出
て
ゆ
く
際
に

も
、
人
体
と
の
境
界
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
1
部
が
結
石
内
部
に
戻
る
方
向
に
反

射
し
ま
す
。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
結
果

と
し
て
結
石
を
引
き
延
ば
す
力
と
し
て

作
用
し
ま
す
。

⒞　

 

以
上
の
⒜
⒝
の
現
象
の
結
果
と
し
て
、

結
石
は
表
面
か
ら
破
壊
さ
れ
て
い
き
ま

す
。

　

モ
デ
ュ
リ
ス
S
L
X-

M
X
で
は
衝
撃
波

発
生
に
電
磁
膜
が
用
い
ら
れ
、
反
射
に
よ
り

焦
点
に
集
ま
る
様
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。（
図

4
）

　

太
陽
の
光
を
レ
ン
ズ
で
集
め
る
と
こ
ろ
を

想
像
し
て
下
さ
い
。
レ
ン
ズ
の
直
下
に
手
を

入
れ
て
も
あ
ま
り
熱
は
感
じ
ら
れ
な
い
で

し
ょ
う
が
、
焦
点
に
紙
を
持
っ
て
く
る
と
燃

や
す
事
が
で
き
ま
す
。

　

E
S
W
L
で
も
衝
撃
波
が
皮
膚
を
通
過
す

る
段
階
で
は
、
単
位
面
積
当
た
り
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
低
く
、
強
い
痛
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
為
、
麻
酔
の
必
要
は
な
く
、
座
薬
の
痛

み
止
め
な
ど
で
対
応
で
き
ま
す
。

し
か
し
焦
点
で
は
非
常
に
大
き
な
破
壊
力
が

生
じ
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
示
し
た
②
の
透
視
装
置
と
③
の
位

置
合
わ
せ
機
構
を
用
い
て
、
こ
の
焦
点
に
結

石
を
持
っ
て
き
て
破
砕
す
る
の
が
E
S
W
L

で
す
。

　

今
回
、
導
入
さ
れ
た
モ
デ
ュ
リ
ス
Ｓ
Ｌ
Ｘ-

Ｍ
Ｘ
は
、
従
来
の
機
種
と
較
べ
、
以
下
の
点

で
優
れ
て
い
ま
す
。

⑴　

衝
撃
波
発
生
装
置
の
口
径
が
大
き
い
。

    　

こ
の
為
、
衝
撃
波
が
進
入
す
る
皮
膚

面
積
が
広
く
な
り
、
単
位
面
積
当
り
の
衝

撃
波
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
低
く
抑
え
る
事
が
で

き
、
疼
痛
の
少
な
い
治
療
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

⑵ 　

衝
撃
波
の
焦
点
深
度
が
深
く
、
焦
点
領

域
が
小
さ
い
。

　

 　

こ
の
為
、
体
表
面
か
ら
深
い
位
置
に
あ

る
結
石
も
治
療
可
能
と
な
り
、
結
石
周
囲

の
人
体
組
織
へ
の
影
響
も
低
く
抑
え
る
事

が
可
能
で
す
。

　

衝
撃
波
は
1
秒
に
1
発
の
ペ
ー
ス
で
発

射
さ
れ
、
1
回
の
治
療
に
3
0
0
0
〜

5
0
0
0
発
が
必
要
で
す
。（
50
〜
84
分
間
）

　

細
か
く
砕
か
れ
た
結
石
は
、
尿
の
流
れ
に

乗
っ
て
体
外
に
排
出
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、

結
石
を
排
出
で
き
る
大
き
さ
に
ま
で
、
小
さ

く
砕
か
な
く
て
は
な
ら
ず
、大
き
な
結
石
や
、

硬
い
結
石
で
は
、
数
回
の
治
療
が
必
要
と
な

る
事
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
為
、
E
S
W
L
の
対
象
と
な
る
結
石

の
大
き
さ
は
、
直
径
4
㎜
か
ら
3
㎝
程
度
ま

で
で
す
。
小
さ
な
も
の
は
自
然
排

石
が
期
待
出
来
ま
す
し
、
大
き
な

も
の
は
、
内
視
鏡
手
術
が
必
要
で

す
。

　

又
、
E
S
W
L
の
対
象
に
な

ら
な
い
患
者
さ
ん
は
左
記
の
様
な

方
々
で
す
。

・
出
血
傾
向
の
あ
る
人

・ 

腎
機
能
が
不
良
で
尿
が
充
分
に

出
な
い
人

・ 

結
石
の
下
方
の
尿
路
が
狭
窄
し

て
い
る
人

・ 

高
度
の
肥
満
の
為
、
結
石
の
あ

る
位
置
に
衝
撃
波
の
焦
点
が
届

か
な
い
人

　

こ
れ
に
加
え
、
施
行
可
能
だ
が
注
意
が
必

要
な
の
は
、
左
記
の
様
な
方
々
で
す
。

・ 

抗
血
小
板
薬
を
服
用
し
て
い
て
、
血
液
が

サ
ラ
サ
ラ
の
人

・ 

心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
装
着
し
て
い
る

人
・
腹
部
大
動
脈
瘤
の
あ
る
人

　

治
療
は
原
則
的
に
1
泊
2
日
の
予
定
で
入

院
し
て
頂
き
、
術
後
の
出
血
や
、
発
熱
が
生

じ
て
こ
な
い
か
、
経
過
を
み
さ
せ
て
頂
い
て

い
ま
す
。
こ
の
間
に
、
抗
生
剤
や
止
血
剤
の

点
滴
を
行
い
、
又
、
排
石
促
進
の
為
に
捕
液

し
ま
す
。
治
療
の
翌
日
、
出
血
、
発
熱
、
血

液
検
査
の
異
常
等
が
な
け
れ
ば
、
レ
ン
ト
ゲ

ン
撮
影
の
う
え
、退
院
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

治
療
費
は
、
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す

の
で
、
御
加
入
の
保
険
の
自
己
負
担
分
が
必

要
と
な
り
ま
す

　

治
療
の
合
併
症
と
し
て
は
、
軽
度
の
血
尿

は
、
ほ
ぼ
全
例
に
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
1
日

で
軽
快
す
る
も
の
が
大
部
分
で
す
。
又
、
衝

撃
波
が
通
過
し
た
部
分
の
皮
膚
に
発
赤
が
生

じ
ま
す
が
、
治
療
が
必
要
に
な
る
事
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
破
砕
さ
れ
た
結
石
の
破

片
が
尿
管
を
通
過
す
る
際
、
痛
み
が
生
じ
る

事
が
あ
り
ま
す
が
、
鎮
痛
薬
や
排
石
を
促
進

す
る
薬
剤
を
使
用
し
ま
す
。
又
、
結
石
が
大

き
く
、
破
砕
片
が
大
量
と
な
り
、
尿
管
内
で

折
重
な
っ
て
排
出
に
時
間
が
か
か
る
事
が
予

測
さ
れ
る
場
合
は
、
予
め
尿
管
内
に
ス
テ
ン

ト
と
い
う
管
を
留
置
し
て
、
尿
の
通
路
を
確

保
し
て
お
き
ま
す
。

　

腎
結
石
の
破
砕
の
際
に
、
腎
臓
を
覆
う
被

膜
の
下
に
血
腫
を
生
じ
る
事
が
あ
り
ま
す
。

E
S
W
L
の
合
併
症
と
し
て
最
も
重
篤
な
も

の
で
す
が
、発
生
が
予
測
さ
れ
る
場
合
に
は
、

E
S
W
L
施
行
前
に
尿
道
カ
テ
ー
テ
ル
を
留

置
し
て
、
E
S
W
L
施
行
中
の
腎
損
傷
の
程

度
を
遅
滞
な
く
観
察
で
き
る
様
に
し
て
い
ま

す
。

　

以
上
、
尿
路
結
石
症
と
そ
の
治
療
法
、
又
、

E
S
W
L
と
新
規
導
入
機
種
に
つ
い
て
御
説

明
し
ま
し
た
。

　

尿
路
結
石
を
お
持
ち
の
方
は
治
療
が
必
要

か
否
か
、
当
科
を
受
診
さ
れ
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
等
を
受
け
ら
れ
る
様
お
勧
め
し
ま
す
。

泌
尿
器
科
部
長　

佐
々
木
邦
明

vol.18

図4

　

花
粉
が
飛
び
交
い
花
粉
症
の
方
に
と
っ
て
は
大
変
な

季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
目
の
痒
み
や
鼻
水
な
ど

の
症
状
で
困
っ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、今
回
は
花
粉
症
の
治
療
薬
に
つ
い
て
で
す
。

花
粉
症
の
治
療
薬
は
一
般
的
に

・
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
（
点
眼
、
点
鼻
、
飲
み
薬
）

　

 　

く
し
ゃ
み
や
鼻
水
、
目
の
か
ゆ
み
を
引
き
起
こ
す

ヒ
ス
タ
ミ
ン
を
ブ
ロ
ッ
ク
し
ま
す
。

・
抗
ロ
イ
コ
ト
リ
エ
ン
薬
（
飲
み
薬
）

　

 　

鼻
づ
ま
り
の
原
因
と
な
る
ロ
イ
コ
ト
リ
エ
ン
の
放

出
を
抑
制
し
鼻
づ
ま
り
な
ど
を
改
善
し
ま
す
。

・ 

メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
遊
離
抑
制
薬
（
点
眼
、
点
鼻
、
飲

み
薬
）

　

 　

ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
引
き
起
こ
す
ヒ
ス
タ
ミ
ン
や

メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
が
出
る
の
を
抑
制
し
ま
す
。

　
　

効
果
が
現
れ
る
の
に
2
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
。

・
血
管
収
縮
薬
（
点
鼻
）

　

 　

粘
膜
の
血
管
を
収
縮
す
る
こ
と
で
粘
膜
の
腫
れ
を

取
り
除
き
ま
す
。
使
い
す
ぎ
る
と
鼻
づ
ま
り
が
強
く

な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
し
ま
す
。

・
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
（
点
眼
、
点
鼻
、
飲
み
薬
）

　

 　

症
状
が
強
い
と
き
に
使
い
ま
す
。

　

 　

飲
み
薬
は
、
ひ
ど
い
と
き
に
短
期
間
で
使
用
し
ま

す
が
点
鼻
薬
は
定
期
的
に
使
用
し
ま
す
。

の
5
つ
の
種
類
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

飲
み
薬
だ
け
で
な
く
、
点
眼
や
点
鼻
も
あ
る
の
で
、

症
状
に
よ
っ
て
自
分
に
合
っ
た
薬
を
処
方
し
て
も
ら
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

内
服
す
る
際
の
注
意
点
と
し
て
は
、
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン

薬
な
ど
は
、
風
邪
薬
の
中
に
も
入
っ
て
い
る
場
合
が
あ

る
の
で
、
併
用
す
る
場
合
は
、
医
師
に
お
話
し
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
最
近
は
眠
気
や
口
の
渇
き
な
ど
の
副

作
用
が
軽
減
さ
れ
た
薬
が
主
流
で
す
が
、
眠
気
を
引
き

起
こ
す
薬
も
あ
る
の
で
、
車
の
運
転
や
内
服
す
る
時
間

に
も
注
意
が
必
要
で
す
。 

薬
剤
部　

石
川
明
日
香

花
粉
症
の
治
療
薬

ステロイド外用薬は、皮膚科の
治療において、最も使用される
薬の一つです。怖い薬であると
誤解されている患者さんも多い
ため、この機会に正確な知識を
学びましょう。

Q： この中で誤っているものを全て選
んで下さい。

① ステロイド外用剤は副作用が強いた
め、使わない方がよい
② ステロイド外用剤を中止すると、リ
バウンドが起きる
③ ステロイド外用剤を使用すると、皮
膚が薄くなることがある
④ ステロイド外用剤を使用すると、皮
膚が黒くなる
⑤ ステロイド外用剤は強い薬だから、
少量の使用がよい

解答・解説は8頁にあります。

問題作成：研　修　医　鈴木　愛美
監修：皮膚科科長　田口詩路麻



 

片
頭
痛
は
慢
性
頭
痛
の
中
で
も
生
活
支
障
度

の
高
い
頭
痛
で
す
。
今
回
は
、
片
頭
痛
の
治
療

に
使
用
さ
れ
る
薬
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■ 

片
頭
痛
治
療
薬

① 

鎮
痛
薬（
商
品
名
：
ロ
キ
ソ
ニ
ン
、カ
ロ
ナ
ー

ル
等
）

　

非
ス
テ
ロ
イ
ド
性
消
炎
鎮
痛
薬
（N

S
A
ID
s

）

や
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
が
あ
り
ま
す
。
市
販

の
痛
み
止
め
も
こ
ち
ら
に
含
ま
れ
ま
す
。
ど
ち

ら
も
痛
み
に
対
す
る
対
症
療
法
で
あ
り
、
頭
痛

の
原
因
を
治
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

② 

ト
リ
プ
タ
ン
製
剤（
商
品
名
：
イ
ミ
グ
ラ
ン
、

ゾ
ー
ミ
ッ
ク
、
マ
ク
サ
ル
ト
、
レ
ル
パ
ッ
ク

ス
等
）

　

頭
痛
を
根
本
か
ら
治
す
薬
で
す
。
発
作
が
始

ま
っ
て
か
ら
30
分
以
内
に
使
用
す
る
と
効
果
が

高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
頭
痛
が
起
こ
っ

て
い
な
い
場
合
に
使
用
す
る
と
効
果
が
あ
り
ま

せ
ん
。
剤
型
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
錠
剤
、
水
な

し
で
服
用
で
き
る
口
腔
内
崩
壊
錠
・
速
溶
錠
、

吐
き
気
が
あ
っ
て
も
使
用
で
き
早
く
効
く
点
鼻

薬
、
さ
ら
に
早
く
効
く
注
射
剤
の
4
種
類
が
あ

り
ま
す
。
非
常
に
ま
れ
で
す
が
、
使
用
後
に
血

圧
の
低
下
、冷
や
汗
、呼
吸
困
難
、胸
の
圧
迫
感
、

て
ん
か
ん
の
よ
う
な
発
作
や
、
一
時
的
に
吐
き

気
や
め
ま
い
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
使
用
方
法
】

│
錠
剤
、
口
腔
内
崩
壊
錠
・
速
溶
錠

　

頭
痛
が
起
き
た
ら
1
錠
服
用
し
ま
す
。
効
果

が
不
十
分
な
場
合
は
2
時
間
以
上
の
間
隔
を
あ

け
て
も
う
1
錠
使
用
で
き
ま
す
。
ト
リ
プ
タ
ン

製
剤
の
中
に
は
、
1
回
1
錠
で
効
果
が
不
十
分

で
あ
っ
た
場
合
に
は
次
回
発
作
時
か
ら
1
回
2

錠
使
用
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

│
点
鼻
薬

　

頭
痛
が
起
き
た
ら
1
個
使
用
し
ま
す
。
効
果

が
不
十
分
な
場
合
は
2
時
間
以
上
の
間
隔
を
あ

け
て
も
う
1
個
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

錠
剤
と
の
併
用
は
2
時
間
以
上
の
間
隔
を
あ
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

│
注
射

　

発
作
が
起
き
た
ら
1
回
皮
下
注
射
し
ま
す
。

24
時
間
以
内
に
発
作
が
起
き
た
場
合
は
も
う
1

度
注
射
で
き
ま
す
が
、
最
低
1
時
間
の
間
隔
が

必
要
で
す
。
病
院
で
行
う
注
射
と
自
己
注
射
が

あ
り
ま
す
。

③
制
吐
薬
（
プ
リ
ン
ペ
ラ
ン
、ナ
ウ
ゼ
リ
ン
等
）

　

片
頭
痛
は
吐
き
気
を
伴
う
こ
と
が
あ
る
た

め
、
吐
き
気
止
め
を
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

■ 

片
頭
痛
予
防
薬

① 

カ
ル
シ
ウ
ム
拮
抗
薬（
商
品
名
：
テ
ラ
ナ
ス
、

ミ
グ
シ
ス
）

　

脳
の
血
管
が
収
縮
す
る
の
を
抑
え
る
こ
と
に

よ
り
、
頭
痛
の
回
数
を
減
ら
し
ま
す
。
頭
痛
の

発
作
が
起
き
た
時
に
服
用
し
て
も
効
果
は
あ
り

ま
せ
ん
。
基
本
的
に
は
1
日
2
回
毎
日
服
用
し

て
い
た
だ
く
お
薬
で
す
。
頭
痛
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
良
好
で
あ
れ
ば
、
減
量
や
服
用
を
中
止
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。
眠
気
、
ほ
て
り
、
ふ
ら

つ
き
、
吐
き
気
な
ど
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
国
内
で
片
頭
痛
予
防
に
保
険
適
用
が
あ
り

ま
す
。

②
片
頭
痛
の
予
防

薬
と
し
て
抗
て
ん

か
ん
薬
や
抗
う
つ

薬
な
ど
も
使
用
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
片
頭
痛
の
薬
も
様
々
で
あ
り
、

そ
の
方
に
合
っ
た
薬
を
正
し
く
使
用
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

薬
剤
部　

黒
澤
真
帆

脳
神
経
外
科　

准
教
授　

柴
田　

靖

脳
神
経
診
療

vol. 
10

シ
リ
ー
ズ

　

片
頭
痛
の
お
薬

　

み
な
さ
ん
は
検
診
な
ど
で
、
バ
リ
ウ
ム
を

使
っ
て
胃
の
検
査
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？
バ
リ
ウ
ム
を
飲
ん
だ
後
に
、
ぐ
る
ぐ
る

回
っ
て
胃
の
中
を
調
べ
る
検
査
で
す
が
、
今
回

は
、
そ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る
Ｘ
線
透
視
装
置
に

つ
い
て
、
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

聞
き
な
れ
な
い
機
械
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

名
前
の
通
り
、
Ｘ
線
を
使
っ
て
検
査
を
行
い
ま

す
。
発
生
さ
せ
た
Ｘ
線
を
見
た
い
部
分
に
連
続

で
当
て
て
、
胃
や
腸
の
な
か
の
バ
リ
ウ
ム
の
様

子
や
、
骨
の
様
子
な
ど
を
映
像
に
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
簡
単
に
言
う
と
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

で
動
画
撮
影
し
て
い
る
よ
う
な
感
覚
で
し
ょ
う

か
。

　

今
回
、
水
戸
協
同
病
院
で
は
、
新
し
い
透
視

装
置
を
導
入
し
ま
し
た
。
T
O
S
H
I
B
A

製
の
Ｆ
Ｐ
Ｄ
搭
載
Ｃ
ア
ー
ム
Ｘ
線
透
視
装
置
で

す
。
ま
っ
た
く
聞
い
た
こ
と
の
無
い
言
葉
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、
簡
単
に
解
説
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

　

ま
ず
、
Ｆ
Ｐ
Ｄ
搭
載
に
つ
い
て
で
す
。
Ｆ
Ｐ

Ｄ
と
は
頭
文
字
を
と
っ
た
略
語
で
、
正
確
に
は

フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
デ
ィ
テ
ク
タ
と
言
い
ま
す
。

　

Ｘ
線
を
変
換
し
て
画
像
を
作
り
出
す
機
械
の

こ
と
で
す
。
今
回
新
し
く
な
っ
た
透
視
装
置
に

は
、
17
i
n
c
h
×
17
i
n
c
h
と
い
う
大

き
め
の
F
P
D
装
置
を
搭
載
し
、
一
度
に
42
㎝

四
方
の
広
い
範
囲
を
画
像
と
し
て
見
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
以
前
の
機
械
で
は
I.I.
と
呼
ば
れ
る

機
械
を
使
っ
て
、
直
径
30
㎝
程
度
の
丸
い
範
囲

を
見
る
の
が
限
界
だ
っ
た
の
で
、
検
査
を
す
る

側
と
し
て
も
、
写
真
を
撮
り
や
す
く
な
り
ま
し

た
。

　

Ｆ
Ｐ
Ｄ
装
置
は
少
な
い
被
ば
く
線
量
で
検
査

を
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
フ
ィ
ル
ム
を
使
っ

て
検
査
を
し
て
い
た
こ
ろ
の
機
械
と
比
べ
る

と
、
半
分
以
下
の
被
ば
く
量
で
検
査
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
装
置
に
は
Ｃ
ア
ー
ム
と
呼
ば
れ

る
機
能
も
備
わ
っ
て
い
ま
す
。
Ｘ
線
で
観
察
す

る
方
向
を
変
え
る
事
が
で
き
る
の
で
、
通
常
の

透
視
装
置
で
は
確
認
し
づ
ら
い
方
向
か
ら
で
も

観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

患
者
さ
ん
の
体
勢
に
あ
わ
せ
て
よ
り
見
や
す
い

画
像
を
写
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

 
　

現
在
、
当
院
で
は
こ
の
機
械
を
使
っ
て
、
胃

や
大
腸
の
バ
リ
ウ
ム
検
査
、
気
管
支
鏡
検
査
、

脊
髄
造
影
検
査
（
ミ
エ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
）、
咽
頭

造
影
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
機
械
が
新
し
く

な
り
、
い
ま
ま
で
よ
り
も
多
く
の
検
査
数
を
こ

な
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
検
査
で
き
る
よ
う

に
、
担
当
技
師
一
同
、
努
力
し
て
い
き
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

放
射
線
部　

大
坪　

晋
輔

中
西
登
志
雄

放
射
線
透
視
装
置
に
つ
い
てFPD搭載CアームX線透視装置

FPD装置

従来のI.I.での検査イメージ17inch FPDでの検査イメージ

Cアームによる多方向からの検査イメージ胃バリウム検査脊髄造影（ミエログラフィ）



病
院
機
能
評
価
準
備
委
員
会　

渡
邊
宗
章

　

2
0
1
4
年
10
月
に
最
新
バ
ー
ジ
ョ
ン

の
病
院
機
能
評
価
を
受
審
し
、
首
尾
よ
く

2
0
1
5
年
1
月
に
認
定
証
を
交
付
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
2
年
間
の
病
院
機
能

評
価
準
備
委
員
会
メ
ン
バ
ー
各
位
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
と
、
全
職
員
の
意
志
の
集
中

と
努
力
の
賜
物
で
あ
る
と
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
あ
ら
た
め
て
感
謝
の
意
を
表
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

病
院
機
能
評
価
と
は
第
三
者
機
関
で
あ

る
公
益
財
団
法
人
日
本
医
療
機
能
評
価
機

構
が
出
願
す
る
病
院
を
対
象
に
、
多
角
的

見
地
か
ら
そ
の
病
院
が
現
在
の
日
本
の
水

準
に
見
合
っ
た
機
能
を
備
え
て
い
る
か
を

厳
し
く
審
査
し
、
適
格
と
認
め
た
病
院
に

認
定
証
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。
全
国
の

全
病
院
8
5
1
2
の
う
ち
2
2
7
0
病

院
が
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

水
戸
協
同
病
院
が
受
審
し
た
の
は
一
般

病
院
2
〈3rdG

:V
er.1.0

〉
と
い
う
、
二

次
医
療
圏
等
の
比
較
的
広
い
地
域
に
お
い

て
急
性
期
医
療
を
中
心
に
、
地
域
医
療

を
支
え
る
基
幹
的
病
院
を
対
象
と
し
た
審

査
で
す
。
患
者
中
心
の
医
療
が
適
切
に
行

わ
れ
て
い
る
か
、
良
質
な
医
療
が
行
わ
れ

て
い
る
か
、
理
念
達
成
に
向
け
て
前
進
す

る
仕
組
が
活
用
さ
れ
て
い
る
か
等
の
項
目

を
、
医
療
安
全
の
確
保
、
個
人
情
報
の
保

全
、
感
染
対
策
、
災
害
対
策
、
よ
り
よ
い

療
養
環
境
へ
向
け
て
の
努
力
な
ど
の
観
点

か
ら
評
価
審
査
す
る
も
の
で
す
。

受
審
の
動
機

　

水
戸
協
同
病
院
は
2
0
1
8
年
の
新

病
院
落
成
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る

所
で
す
。
新
病
院
建
設
が
目
前
で
あ
る
の

に
、
な
ぜ
今
、
病
院
機
能
評
価
を
受
審
す

る
べ
き
な
の
か
。
建
築
、
設
備
面
の
充
実

を
考
え
れ
ば
新
病
院
完
成
後
に
受
審
す
れ

ば
、
ず
っ
と
楽
な
筈
な
の
に
敢
え
て
今
受

審
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
こ
の
よ

う
な
疑
念
が
当
然
出
て
き
ま
す
が
、
今
当

院
で
治
療
を
お
受
け
に
な
っ
て
い
る
患
者

様
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
れ
ば
、
新
病
院

完
成
ま
で
待
っ
て
い
る
こ
と
は
病
院
の
都

合
を
患
者
様
に
押
付
け
て
不
自
由
を
強
い

る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

む
し
ろ
新
し
い
病
院
建
設
に
向
け
て
、
今

こ
こ
で
機
能
評
価
の
過
程
を
学
び
、
現
代

的
病
院
の
あ
る
べ
き
姿
を
明
確
に
イ
メ
ー

ジ
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
の

病
院
長
の
決
断
に
よ
っ
て
、
2
0
1
3
年

5
月
に
病
院
機
能
評
価
受
審
準
備
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

委
員
会
、
人

　

病
院
機
能
評
価
受
審
準
備
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
は
数
回
の
会
合
を
経
て
、
病
院

機
能
評
価
準
備
委
員
会
と
し
て
院
内
各

部
署
の
委
員
50
名
体
制
で
、
月
に
1
回
の

定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
機
能
評
価
準

備
室
を
設
置
し
、
専
従
の
職
員
も
配
置
し

ま
し
た
。
私
た
ち
は
ま
ず
病
院
機
能
評
価

解
説
集
を
熟
読
し
、
自
己
評
価
票
に
よ
る

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
部
署
か
ら
問
題
点
を
提
起
し
、

解
決
策
を
実
行
し
て
い
く
と
い
う
作

業
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
大
切
な
こ

と
は
自
分
自
身
も
最
前
線
で
参
加
し

て
い
る
姿
勢
を
示
す
こ
と
で
す
。
多

く
の
職
員
が
協
力
し
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

規
約
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
文
書

　

最
初
に
不
足
し
て
い
る
と
認
識
し

た
の
は
、
文
書
で
す
。
看
護
基
準
、

看
護
手
順
や
ず
い
ぶ
ん
以
前
に
策

定
さ
れ
た
規
約
な
ど
は
存
在
し
た
も

の
、
改
訂
、
更
新
、
新
規
策
定
が
必
要
な

も
の
が
山
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。
看
護
部
の

皆
さ
ん
は
要
領
よ
く
手
分
け
し
て
改
訂
、

更
新
作
業
に
取
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
医

局
の
先
生
方
に
も
各
科
診
療
指
針
や
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
更
新
作
成
を
依
頼
し
ま
し

た
。
診
療
に
忙
し
い
中
で
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
文
書
の
数
を
そ
ろ
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

病
院
理
念
、
基
本
方
針
、
組
織
図
、
外

来
診
療
指
針
、
入
院
診
療
指
針
、
イ
ン

フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
の
指
針
な
ど
病

院
運
営
に
か
か
わ
る
文
書
を
根
幹
か
ら
見

直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

物
、
設
備
、
予
算

　

水
戸
協
同
病
院
の
最
大
の
懸
案
事
項

は
、
古
さ
ゆ
え
の
建
築
設
備
の
規
格
不
足

と
老
朽
で
し
た
。
2
0
1
4
年
初
夏
、
病

棟
周
り
で
は
特
に
病
室
の
窓
枠
の
不
具
合

が
目
立
ち
、
な
か
な
か
対
策
が
打
て
ず
に

い
ま
し
た
。
業
を
煮
や
し
た
私
は
、
医
事

課
長
と
と
も
に
全
部
の
窓
枠
を
一
つ
一
つ

回
っ
て
点
検
し
、
約
1
7
0
ケ
所
の
固
着

や
は
ず
れ
を
確
認
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
全

て
を
交
換
す
る
た
め
に
は
大
き
な
予
算
が

必
要
で
す
。
私
達
は
こ
の
問
題
を
、
機
能

評
価
機
構
に
出
向
い
て
の
相
談
会
で
サ
ー

ベ
イ
ヤ
ー
の
方
に
尋
ね
て
み
ま
し
た
。
回

答
は
「
今
入
院
し
て
い
る
患
者
さ
ん
は
、

隙
間
風
を
我
慢
し
て
い
る
の
で
す
か
。
我

慢
し
て
で
も
水
戸
協
同
病
院
で
治
療
を
受

け
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は

水
戸
協
同
病
院
の
診
療
が
素
晴
ら
し
い
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
患
者
さ
ん
の
治

療
環
境
を
整
え
る
の
は
大
切
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
私

た
ち
は
目
の
前
の
鱗
が
落
ち
る
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。
出
費
を
覚
悟
で
窓
施
工
業

者
に
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
か
な
り
の
も
の

は
清
掃
と
調
整
で
何
と
か
な
る
だ
ろ
う
と

の
こ
と
。
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
見
に
く
い

案
内
板
の
整
備
、
西
棟
や
外
来
の
一
部
で

不
足
し
て
い
た
手
す
り
の
設
置
を
行
い
、

段
差
な
ど
の
危
険
個
所
の
総
点
検
を
行
い

ま
し
た
。
掲
示
物
は
一
ま
と
め
に
行
う
こ

と
。
病
棟
病
室
な
ど
ド
ア
の
付
い
て
い
る

所
は
、
原
則
と
し
て
ド
ア
は
閉
め
る
こ
と

な
ど
の
、
単
純
な
ル
ー
ル
を
習
慣
化
す
る

の
に
も
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

　

サ
ー
ベ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
病
院
へ
の
訪
問

相
談
指
導
を
受
け
て
、
医
療
廃
棄
物
、
ゴ

ミ
箱
の
取
扱
い
の
悪
さ
を
指
摘
さ
れ
、
こ

れ
を
正
す
た
め
に
何
回
も
何
回
も
病
棟
ラ

ウ
ン
ド
、
外
来
ラ
ウ
ン
ド
を
重
ね
ま
し
た
。

現
状
を
共
有
す
る
た
め
に
、
管
理
不
十
分

な
病
棟
施
設
や
蓋
の
開
い
た
ま
ま
の
ゴ
ミ

箱
の
写
真
を
撮
っ
て
ま
わ
り
ま
し
た
。
お

蔭
で
ゴ
ミ
箱
先
生
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
訪
問
審
査
を
2
か
月
後
に
控

え
て
、
現
場
職
員
の
意
識
も
回
を
追
っ
て

高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

手
続
き

　

病
院
基
本
情
報
、
職
員
情
報
、
設
備
情

報
、
実
績
情
報
を
ウ
エ
ブ
登
録
し
ま
す
。

細
部
に
亘
る
数
字
を
入
力
し
エ
ラ
ー
が
出

な
く
な
る
ま
で
繰
り
返
し
修
正
し
ま
す
。

各
部
署
の
管
理
能
力
が
問
わ
れ
ま
す
。
最

後
に
自
己
評
価
票
を
入
力
し
て
手
続
き
を

完
了
し
ま
す
。

訪
問
指
導

　

今
回
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
特
徴
は
「
ケ
ア

プ
ロ
セ
ス
」
で
す
。
従
来
の
、
書
類
審
査

や
モ
ノ
に
重
点
を
置
く
考
え
か
ら
発
展

し
、
実
際
の
診
療
の
プ
ロ
セ
ス
を
重
点
的

に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
病
院
の
体
制
、

人
、
も
の
を
包
括
的
に
評
価
す
る
方
法
で

す
。
実
際
の
症
例
を
テ
ー
マ
に
し
て
新
患

受
診
の
過
程
、
事
務
受
付
か
ら
診
療
、
看

護
、
検
査
の
介
入
を
経
て
診
断
、
入
院
、

治
療
、
手
術
、
リ
ハ
ビ
リ
、
退
院
へ
と
続

く
経
過
の
中
で
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン

セ
ン
ト
の
実
践
、
医
療
安
全
の
確
保
、
個

人
情
報
保
護
へ
の
配
慮
、
診
療
の
合
理
化

と
標
準
化
、
治
療
環
境
へ
の
配
慮
な
ど
全

方
向
的
に
確
認
評
価
を
行
う
も
の
で
す
。

ま
さ
に
病
院
の
実
態
を
表
出
こ
と
に
な

り
ま
す
。
聞
き
な
れ
な
い
「
ケ
ア
プ
ロ
セ

ス
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
実
体
が
よ
く
判

ら
な
い
だ
け
に
、
漠
然
と
し
た
恐
怖
心
が

湧
い
て
き
ま
す
。
受
審
経
験
病
院
か
ら
得

た
情
報
で
は
、
模
擬
演
習
を
何
回
も
行
っ

た
と
、
更
な
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
り

ま
す
。
忙
し
い
医
師
に
無
理
を
言
っ
て
協

力
を
依
頼
し
、
4
つ
の
病
棟
、
外
来
で
模

擬
演
習
を
行
い
、
模
範
回
答
を
用
意
し
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
本
番
1
ケ
月
前
に
行

わ
れ
た
機
構
サ
ー
ベ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
訪
問

指
導
の
中
で
、「
シ
ナ
リ
オ
が
出
来
上
が
っ

て
い
る
病
院
は
、
サ
ー
ベ
イ
ヤ
ー
に
は
す

ぐ
に
判
り
ま
す
。
サ
ー
ベ
イ
ヤ
ー
は
ワ
ザ

と
要
点
を
変
え
て
変
化
球
の
質
問
を
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
よ
。
シ
ナ
リ
オ
で
は
な

く
、
あ
り
の
ま
ま
の
現
場
の
回
答
が
重
要

で
す
。」
と
釘
を
刺
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

訪
問
審
査

　

2
回
の
訪
問
指
導
を
経
て
、
2
0
1
4

年
10
月
22
、
23
日
の
2
日
間
、
病
院
機
能

評
価
機
構
サ
ー
ベ
イ
ヤ
ー
の
訪
問
審
査
を

受
け
ま
し
た
。
朝
か
ら
、
会
場
で
あ
る
病

院
講
堂
に
担
当
職
員
が
緊
張
の
面
持
ち
で

集
合
し
ま
し
た
。
病
院
長
の
あ
い
さ
つ
か

ら
始
ま
り
、
書
類
点
検
の
後
、
サ
ー
ベ
イ

ヤ
ー
の
リ
ー
ダ
ー
の
進
行
で
第
1
領
域
、

第
4
領
域
の
質
疑
応
答
に
進
み
ま
す
。
準

備
を
重
ね
て
い
た
と
は
い
え
、
病
院
職
員

の
緊
張
が
言
葉
の
節
々
に
滲
み
出
て
、
講

堂
全
体
の
緊
張
が
高
ま
り
ま
す
。
あ
れ
よ

あ
れ
よ
と
い
う
間
に
規
定
の
時
間
が
終
了

し
ま
し
た
。
私
達
の
病
院
の
特
徴
の
一
つ

で
あ
る
、
総
合
診
療
を
核
と
し
た
診
療
体

制
や
医
師
研
修
へ
の
取
り
組
み
な
ど
は
、

他
に
類
を
見
な
い
も
の
で
あ
り
、
説
明
し

理
解
を
得
る
こ
と
に
多
少
の
困
難
を
感
じ

た
の
は
正
直
な
感
想
で
す
。

部
署
訪
問

　

2
組
に
分
か
れ
て
部
署
訪
問
が
始
ま

り
ま
す
。
事
前
に
確
認
し
て
い
た
通
り
の

回
答
が
で
き
て
ほ
っ
と
し
て
い
る
者
、
不

意
に
想
定
外
の
質
問
を
さ
れ
、
自
ら
ど
ん

ど
ん
墓
穴
を
掘
っ
て
し
ま
い
唖
然
と
す
る

者
。
院
内
の
緊
張
は
ま
す
ま
す
た
か
ま
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　

次
は
会
場
を
再
び
講
堂
に
移
し
て
の

「
ケ
ア
プ
ロ
セ
ス
」
で
す
。
2
グ
ル
ー
プ
が

病
院
機
能
評
価
を
受
審
し
て



　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
来
て
総
合
内
科
の
研

修
が
終
わ
り
、
年
明
け
か
ら
1
週
間
程

度
と
短
期
間
で
し
た
が
、
集
中
治
療
室

（Intensive C
are U

nit: IC
U

）
で
研
修

を
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

研
修
中
に
、
脳
死
患
者
さ
ん
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。「
延
命
治
療
」
と
、「
臓

器
移
植
法
」
に
つ
い
て
日
本
と
の
違
い
を

実
感
し
た
点
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
報
告

を
い
た
し
ま
す
。

 　

Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
入
室
し
た
50
歳
代
の
患
者
さ

ん
で
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
脳
死
の
状
態

で
し
た
。

　

救
急
室
で
は
、
救
命
の
た
め
に
、
Ｉ
Ｃ

Ｕ
入
室
前
に
気
管
挿
管
（
空
気
の
通
り
道

を
確
保
す
る
た
め
に
、
口
か
ら
気
管
に
至

る
管（
挿
管
チ
ュ
ー
ブ
）を
挿
入
す
る
こ
と
）

が
行
わ
れ
た
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
、
ご
自

身
で
呼
吸
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

た
め
、
人
工
呼
吸
器
（
機
械
仕
掛
け
で
空

気
（
多
く
は
酸
素
の
濃
さ
を
増
し
た
も
の
）

を
、
肺
に
送
る
装
置
）
が
、
挿
管
チ
ュ
ー

ブ
越
し
に
装
着
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

治
療
と
平
行
し
な
が
ら
、
慎
重
に
脳
死

の
判
定
を
行
い
、
意
識
が
戻
る
可
能
性
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

ご
家
族
へ
現
状
を
丁
寧
に
説
明
し
て
相
談

し
た
結
果
、
延
命
措
置
を
中
止
す
る
と
い

う
こ
と
に
ご
家
族
が
同
意
し
、
人
工
呼
吸

器
の
使
用
を
中
止
し
、
気
管
チ
ュ
ー
ブ
を

取
り
除
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
患
者
さ
ん
は
ご
家
族
に
囲
ま

れ
な
が
ら
、
息
を
ひ
き
と
り
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
人
工
呼
吸
管
理
を
離
脱
で
き

な
い
患
者
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
そ
の
中
断

を
す
る
こ
と
は
違
法
と
い
う
判
例
が
あ
り

ま
す
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
そ
う
で
は

な
い
と
の
こ
と
で
す
。

人
生
の
終
着
点
に
つ
い
て
。

　

そ
れ
は
あ
る
程
度
の
歳
に
な
れ
ば
、
年

齢
に
か
か
わ
ら
ず
誰
し
も
考
え
て
お
く
べ

き
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
な
か
な
か

現
実
味
を
伴
わ
な
い
こ
と
が
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

生
前
に
意
思
を
示
し
て
お
く
こ
と
、
た

と
え
ば
「
○
歳
ま
で
は
、
自
分
が
病
気
の

た
め
意
思
決
定
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た

時
に
は
、
必
要
な
救
命
措
置
を
し
て
ほ
し

い
。
家
族
の
た
め
に
も
延
命
治
療
は
し
て

ほ
し
く
な
い
。
し
か
し
、
は
じ
め
判
断
が

つ
か
な
い
場
合
に
は
、
救
命
の
た
め
の
措

置
を
し
て
ほ
し
い
。
だ
け
れ
ど
も
、
治
療

の
甲
斐
な
く
脳
死
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
に
は
、
救
命
の
歳
に
行
わ
れ
た
治
療
は

延
命
と
な
る
と
考
え
る
の
で
、
こ
れ
を
中

断
し
て
ほ
し
い
。
○
歳
よ
り
後
に
な
れ
ば
、

救
命
治
療
も
不
要
。」
た
と
え
ば
こ
の
よ
う

な
意
思
を
予
め
準
備
す
る
こ
と
で
、
本
人

の
生
前
の
意
思
が
あ
る
上
で
、
法
律
上
も

そ
れ
を
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
患

者
さ
ん
の
満
足
、
ご
家
族
の
納
得
に
つ
な

が
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 　

ま
た
、
こ
の
患
者
さ
ん
に
つ
い
て
、
脳

死
臓
器
移
植
に
つ
い
て
の
検
討
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
はH

um
an O

rgan 
T
ransplant A

ct

（H
O
T
A

）
と
い
う
臓

器
移
植
に
関
す
る
法
律
が
あ
り
ま
す
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
で
あ
れ
ば
（
イ
ス
ラ

ム
教
徒
を
除
く
）、
臓
器
移
植
に
つ
い
て
生

前
に
一
定
の
書
式
で
「
拒
否
し
て
い
な
け

れ
ば
」、
い
か
な
る
死
因
で
も
自
動
的
に
臓

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
レ
ポ
ー
ト 

〈
２
０
１
４
．12
〜
２
０
１
５
．２
〉

器
提
供
者
と
な
る
と
い
う
法
律
だ
そ
う

で
す
。

　

こ
の
患
者
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
ご
家

族
が
脳
死
臓
器
提
供
お
よ
び
死
後
臓
器

提
供
に
つ
い
て
難
色
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

法
律
に
従
う
な
ら
ば
、
そ
の
後
臓
器

提
供
の
運
び
と
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま

す
が
、
結
局
臓
器
提
供
は
し
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
然
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
国
内
で
も
物
議
を
醸
し
て
い

る
法
律
と
の
こ
と
で
、
現
場
で
は
家
族

と
相
談
の
上
、
対
応
を
し
て
い
る
よ
う

で
す
。

 　

多
民
族
を
ま
と
め
る
う
え
で
必
要
と

思
わ
れ
る
、
徹
底
し
た
合
理
主
義
、
厳

格
な
ル
ー
ル
社
会
。

　

そ
ん
な
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
性
質
が
現

れ
た
医
療
現
場
の
い
ち
場
面
で
、
色
々

と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
場
面
に
出
会
い
ま

し
た
。

鈴木智晴医師

同
時
進
行
で
行
わ
れ
、
合
計
4
病
棟
が
審
査
を
受
け
ま
し
た
。

医
療
安
全
、
個
人
情
報
の
尊
重
、
診
療
プ
ロ
セ
ス
の
標
準
化

な
ど
の
重
要
点
を
中
心
に
、
ま
こ
と
に
細
部
に
亘
っ
た
事
項

を
電
子
カ
ル
テ
な
ど
の
資
料
を
閲
覧
し
な
が
ら
検
証
し
て
い

き
ま
す
。
サ
ー
ベ
イ
ヤ
ー
の
先
生
方
の
集
中
力
に
は
、
反
対

に
こ
ち
ら
が
舌
を
巻
く
様
で
し
た
。
病
院
の
職
員
も
一
生
懸

命
に
回
答
説
明
に
努
め
、
何
と
か
ケ
ア
プ
ロ
セ
ス
が
完
了
し

1
日
目
が
終
了
。
職
員
は
会
議
室
に
集
合
し
1
日
目
の
情
報

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
医
療
廃
棄
物
の
取
扱
い

に
不
統
一
、
不
適
切
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
。
Ｃ
評
価

覚
悟
の
気
ま
ず
い
空
気
に
な
り
ま
し
た
。
2
日
目
は
部
署
訪

問
の
続
き
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
相
変
わ
ら
ず
医
療
廃
棄
物

の
取
扱
い
で
は
指
摘
事
項
が
あ
り
ま
し
た
。

　

訪
問
審
査
終
了
時
の
講
評
で
も
、
ま
た
審
査
結
果
報
告

書
で
も
い
く
つ
も
の
改
善
要
望
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
特
に
私
が
鼓
吹
さ
れ
た
の
は
、
診
療
デ
ー
タ
の
有
効
利

用
を
幅
広
く
促
進
す
る
べ
き
で
あ
る
の
と
指
摘
で
し
た
。
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
用
い
る
こ
と
で
メ
ガ
デ
ー
タ
が
解
析
さ
れ
、

従
来
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
大
規
模
か
つ
精
密
な
分
析

が
あ
ら
ゆ
る
事
象
に
対
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

今
日
、
病
院
に
お
け
る
診
療
デ
ー
タ
だ
け
が
置
き
去
り
に
さ

れ
て
は
い
け
な
い
、
も
っ
と
患
者
、
社
会
、
医
療
、
病
院
運

営
に
役
立
て
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
の
指
摘
に
は
、
我
々
の

数
歩
先
を
歩
む
評
価
機
構
の
姿
勢
に
感
銘
を
受
け
た
も
の
で

す
。

　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
重
視
し
、
同
時
に
、
一
見
無
駄
と

思
え
る
取
組
で
あ
っ
て
も
、病
院
と
し
て
時
間
と
マ
ン
パ
ワ
ー

を
傾
注
す
る
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
こ
の
事
が

組
織
と
し
て
一
流
で
あ

る
の
か
ど
う
か
を
問
わ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

と
深
く
感
じ
ま
し
た
。

訪
問
審
査
後

　

訪
問
審
査
が
済
ん
で

一
息
つ
く
間
も
な
く
、

審
査
時
に
指
摘
を
受
け

た
医
療
廃
棄
物
取
扱
い

の
改
善
、
ホ
ル
マ
リ
ン
、

キ
シ
レ
ン
の
環
境
濃
度

の
追
加
測
定
、
受
診
者

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
全

状
態
の
向
上
対
策
、
退

院
サ
マ
リ
ー
完
成
率
の

引
上
げ
策
な
ど
に
着
手

し
ま
し
た
。

合
格
通
知

　

2
0
1
4
年
12
月
4
日
、
新
病
院
検
討
委
員
会
出
席
の
最

中
に
、
機
構
か
ら
の
メ
ー
ル
が
届
い
た
旨
、
連
絡
を
受
け
ま

し
た
。
Ｃ
項
目
は
一
つ
も
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。
合
格
の
見

込
み
と
い
う
こ
と
で
す
。
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
拍
手
が

沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。そ
れ
で
も
、

訪
問
後
の
改
善
点
に
つ
い
て
機
構
に
報
告
の
要
否
を
問
い
合

わ
せ
ま
し
た
が
、
今
回
は
要
件
を
満
た
し
て
い
る
の
で
不
要

と
の
返
答
を
得
ま
し
た
。
こ
れ
で
ほ
ぼ
確
定
で
す
。

　

年
末
に
は
病
院
長
か
ら
機
能
評
価
受
審
に
鑑
み
特
別
功
労

賞
を
頂
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
全
職
員
の
代
表
と
し
て
受
取

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

2
0
1
5
年
1
月
6
日
、
認
定
の
通
知
が
正
式
に
あ
り
、

1
月
末
に
は
認
定
証
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

回
、
病
院
機
能
評
価
を
受
審
す
る
事
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で

気
が
付
か
な
か
っ
た
問
題
点
、
判
っ
て
い
た
け
れ
ど
改
善
に

着
手
で
き
な
か
っ
た
問
題
点
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
、

病
院
と
し
て
大
き
な
進
歩
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
も
っ
と
大
き
な
成
果
は
、
全
職
員
が
一
つ

の
目
標
に
向
け
て
協
力
す
る
組
織
風
土
を
醸
成
す
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
で
あ
る
と
思
い
、「
病
院
機
能
評
価
」
に
感
謝

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
認
定
状
態
の
維
持
と
さ
ら
な
る
改
善
を
継
続
す
る

取
組
を
お
こ
な
う
仕
組
み
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。



　2月26日、みとまちなかゼミ＆まちカル講座
「知っていると怖くない整形外科疾患」（講師・
当院センター整形外科講師 辰村正紀医師)を当
院東棟4Ｆ講堂にて開催致しました。

　当日はあいにくの悪天候でしたが、たくさん
の方に来場頂きました。参加者の皆様は、メモ
を取ったり、講座後に講師に質問をしたりと非
常に関心の高いテーマであったようです。

　大盛況のうちに終了いたしましたこと、関係
者の方々に御礼申し上げます。

海

外

招

聘

講
演
シ
リ
ー
ズ

　

去
る
2
月
18
日
に
茨
城
県
看
護
研
究
学
会
に
出
席
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
の
中
、
4
1
3
名

の
出
席
者
、39
演
題
の
看
護
研
究
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、「
予
防
的
ス
キ
ン
ケ
ア
を
考
慮
し
た
陰
部
洗
浄

手
技
の
ス
コ
ア
化
に
よ
る
指
導
効
果
」
と
い
う
研
究
発

表
を
行
い
ま
し
た
。「
ス
キ
ン
ケ
ア
を
し
っ
か
り
行
う

こ
と
が
床
ず
れ
発
生
の
予
防
に
も
な
る
こ
と
」
を
ス

タ
ッ
フ
に
浸
透
し
て
き
た
い
と
い
う
思
い
で
研
究
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
訪
問
看
護
を
し
て
い
る
方

な
ど
に
興
味
を
も
っ
て
質
問
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
今

後
も
ス
タ
ッ
フ
教
育
に
尽
力
し
て
良
い
看
護
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

3
東
病
棟　

前
嶋
由
起
子

 

　

2
月
18
日
、
茨
城
県
立

県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に

て
茨
城
県
看
護
研
究
学
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
私
は
、「
身
体
拘
束
時

の
観
察
に
関
す
る
看
護
師

の
意
識
調
査
│
身
体
拘
束
経
過
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作

成
し
て
│
」
と
い
う
演
題
で
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
身
体
拘
束
時
観
察
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
し

た
こ
と
で
、
看
護
師
の
身
体
拘
束
に
対
す
る
観
察
時
間

や
観
察
部
位
な
ど
統
一
し
た
観
察
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
患
者
さ
ん
の
安
全
確
保
に
対
す
る
意
識
向
上
に
繋

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、
医

師
や
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
と
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
い
、
共

通
理
解
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
研
究
を
基
に
当
院
で
身
体
拘
束
経
過

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
が
導
入
さ
れ
貢
献
出
来
た
こ
と
を
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
学
会
発
表
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、
と

て
も
良
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

5
西
病
棟　

遠
西
美
香

　筑波大学附属病院水戸地域医療教育センター・総合病院水
戸協同病院では、毎年海外から講師を多数お招きして講演を
行っていただいております。
　本年は水戸協同病院が主体となって海外からの招聘を行う
初の試みが行われました。本海外招聘講演シリーズは今後も

さらに充実したものとなる様、継続される予定です。
　外部の医療関係者の方の聴講も受け付けておりますので、
興味のある方はお問い合せ下さい。

臨床研修担当　residency@mitokyodo-hp.jp

み と ま ち な か ゼ ミ ＆ ま ち カ ル 講 座

茨
城
県
看
護
研
究
学
会
に
参
加
し
て



食
に
関
し
て
の
豆
知
識　

菜
の
花

　

菜
の
花
は
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
、
と
て
も
栄
養

価
の
高
い
緑
黄
色
野
菜
で
す
。

　

β
カ
ロ
テ
ン
や
ビ
タ
ミ
ン
B1
・
B2
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
、
鉄
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
、

食
物
繊
維
な
ど
の
豊
富
な
栄
養
素
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
含
ん
で
い
ま
す
。

　

菜
の
花
の
選
び
方
は
、
つ
ぼ
み
が
し
ま
っ

て
い
て
花
が
開
い
て
な
く
、
茎
の
切
り
口
が

瑞
々
し
く
、
中
ま
で
鮮
や
か
な
緑
色
の
も
の

を
選
び
ま
し
ょ
う
。
中
が
白
っ
ぽ
く
な
っ
て

い
る
も
の
は
鮮
度
が
落
ち
て
い
ま
す
。

　

保
存
方
法
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
食
べ
な

い
場
合
、
湿
ら
せ
た
新
聞
紙
か
キ
ッ
チ
ン
ペ

ー
パ
ー
に
包
ん
で
冷
蔵
庫
の
野
菜
室
で
保
存

し
ま
す
。
2
〜
3
日
は
日
持
ち
し
ま
す
が
、

足
が
早
い
ほ
う
な
の
で
加
熱
し
て
か
ら
冷
蔵

す
る
の
が
望
ま
し
い
で
す
。
ま
た
、
冷
凍
す

る
と
長
期
間
保
存
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
茹

で
過
ぎ
た
り
、
水
に
さ
ら
し
過
ぎ
た
り
す
る

と
栄
養
価
が
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。

　

和
え
物
、
煮
浸
し
、
炒
め
物
な
ど
、
ち
ょ

っ
と
ほ
ろ
苦
い
春
の
味
は
、
様
々
な
調
理
法

で
楽
し
め
ま
す
の
で
、
是
非
試
し
て
く
だ
さ

い
。 

栄
養
部　

飛
田　

修

　

2
月
28
日
（
土
）、
水
戸
協
同
病
院
の
講
堂
に
て
、

当
院
の
放
射
線
科
顧
問
で
も
あ
ら
れ
ま
す
筑
波
大
学

附
属
病
院 

放
射
線
腫
瘍
科 
櫻
井
英
幸 

教
授
（
陽
子

線
治
療
セ
ン
タ
ー 

部
長
）
と
、
筑
波
大
学
附
属
病

院 

放
射
線
腫
瘍
科 

沼
尻 
晴
子 
病
院
講
師
を
お
招

き
し
た
市
民
公
開
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
主

催
：
筑
波
大
学
附
属
病
院 

共
催
：
水
戸
協
同
病
院 

後
援
：
水
戸
市
）

　

今
回
は
「
切
ら
ず
に
治
す 

が
ん
治
療
！ 
│
わ
か

り
や
す
い
最
先
端
放
射
線
治
療
の
は
な
し
│
」
と
題

し
て
、
放
射
線
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
こ
と
か
ら
最

先
端
の
放
射
線
治
療
に
関
す
る
事
柄
ま
で
、
大
変
分

か
り
や
す
く
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
般
の
方
向

け
の
公
開
講
座
で
し
た
が
、
私
た
ち
医
療
従
事
者
に

と
っ
て
も
、
が
ん
治
療
に
お
け
る
放
射
線
治
療
の
役

割
の
大
き
さ
を
、
最
先
端
で
ご
活
躍
さ
れ
る
現
場
の

先
生
方
か
ら
お
聞
き

す
る
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

講
演
は
事
前
登
録

制
で
し
た
が
、
早
々

に
申
し
込
み
を
締

め
切
ら
ざ
る
を
得
な

い
ほ
ど
大
盛
況
で
し

た
。
当
日
は
2
5
0

名
を
越
え
る
た
く
さ

ん
の
方
々
に
ご
参
加

頂
き
、
キ
ャ
ン
セ
ル

待
ち
の
方
も
出
る
ほ

ど
で
し
た
。
講
演
後

に
は
多
く
の
方
か
ら

質
問
が
あ
り
、
皆
さ

ん
の
医
療
、
が
ん
治

療
へ
対
す
る
関
心
の

高
さ
が
伝
わ
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
盛
況
ぶ
り

に
、
櫻
井
教
授
か
ら

も
、「
ま
た
開
催
し

た
い
」
と
い
う
お
言

葉
を
頂
き
ま
し
た
。

今
回
、
残
念
な
が
ら

参
加
で
き
な
か
っ
た

方
々
に
放
射
線
治
療
の
役
割
を
知
っ
て
頂
く
為
に

も
、
市
民
公
開
講
座
と
し
て
こ
の
よ
う
な
講
演
会
を

開
催
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
当
院
に
お
い
て
も
、
茨
城
県
内
に
初
導

入
さ
れ
たT

om
otherapy

社
製
の
放
射
線
治
療
装

置T
om
o H
D

シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
放
射
線
治
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
械
は
I
M
R
T
（
強
度

変
調
放
射
線
治
療
）
と
い
う
高
精
度
な
放
射
線
治
療

を
行
う
専
用
の
装
置
で
、
今
回
の
市
民
公
開
講
座
で

ご
講
演
い
た
だ
い
た
櫻
井
教
授
に
ご
指
導
い
た
だ
き

な
が
ら
、
放
射
線
治
療
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
放

射
線
治
療
を
受
け
る
方
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
に
、

ス
タ
ッ
フ
一
同
、
よ
り
一
層
の
努
力
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。
当
院
で
の
放
射
線
治
療
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

放
射
線
部　

仲
田
英
徳

大
坪
晋
輔

　

今
回
、「
脳
死
下

臓
器
提
供
を
経
験
し

て
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
発
表
さ
せ
て
頂
い

た
。
茨
城
県
厚
生
連

病
院
の
中
で
も
初
の

経
験
で
あ
る
為
、
多
く
の
方
が
聞
い
て
く
れ
た
。

院
内
体
制
作
り
を
お
こ
な
い
机
上
で
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
1
度
実
施
し
、
今
後
演
習
を
お
こ

な
う
べ
く
準
備
し
て
い
る
時
期
に
経
験
と
な
っ
た

経
過
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
発
表
し
た
。
経
験

し
て
み
て
、
法
的
逸
脱
の
な
い
よ
う
に
法
律
を
遵

守
し
、
患
者
・
家
族
の
崇
高
な
意
思
と
決
意
を
厳

粛
に
受
け
止
め
る
こ
と
の
重
要
性
、
家
族
へ
の
介

入
の
難
し
さ
を
感
じ
た
。
ま
た
、
院
内
関
係
者
へ

情
報
の
提
供
範
囲
、
長
時
間
の
拘
束
な
ど
更
な
る

役
割
分
担
の
明
確
化
や
脳
死
下
臓
器
提
供
に
つ
い

て
の
啓
蒙
活
動
な
ど
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

脳
死
判
定
臓
器
移
植
準
備
委
員
会　

長
山
一
恵

 

　

3
月
7
日
（
土
）

つ
く
ば
国
際
会
議
場

に
て
開
催
さ
れ
た
第

74
回
茨
城
県
厚
生
連

病
院
学
会
に
参
加
し

ま
し
た
。
今
回
私
は

「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
使
用
し
た
シ
ャ
ン
ト
閉
塞
予
防
の
た

め
の
患
者
指
導
」
に
つ
い
て
発
表
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。看
護
部
か
ら
は
3
名
が
発
表
し
、各
々

が
充
実
し
た
研
究
や
人
間
の
尊
厳
に
通
じ
る
貴
重

な
発
表
で
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
患
者
指
導
に
関
す
る
研
究
は
今
回

で
2
回
目
で
す
が
、
前
回
の
研
究
で
作
成
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
が
現
在
も
活
用
さ
れ
、
今
回
作
成
し

た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
つ
い
て
は
、
患
者
様
か
ら
「
と
て
も

解
り
や
す
い
。」
な
ど
の
御
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
も
患
者
様
に
と
っ
て
、
理
解
し
や
す

い
指
導
方
法
を
考
え
、
更
な
る
研
究
に
取
り
組
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

腎
セ
ン
タ
ー　

遠
西
智
津
子

第
74
回
茨
城
県
厚
生
連

病
院
学
会
に
参
加
し
て

筑
波
大
学
附
属
病
院 

市
民
公
開
講
座

主催：筑波大学附属病院
共催：水戸協同病院　後援：水戸市
陽子線医学利用研究センターHP　http://www.pmrc.tsukuba.ac.jp/　総 合 が ん 診 療 セ ン タ ー HP　http://www.tsukuba-ccc.jp/

複数お申込みの方は全員のお名前をご記入ください。

電話番号：

お 名  前： 住　　所：

FAX番号：

（FAX 申込用紙）

水戸協同病院（東棟４階講堂）
（茨城県水戸市宮町3-2-7）

会　場会　場

※駐車場は、水戸協同病院駐車場をご利用ください。
　（駐車場有料、料金の割引はございません。）

切
ら
ず
に
治
す 

が
ん
治
療
！

切
ら
ず
に
治
す 

が
ん
治
療
！

切
ら
ず
に
治
す 

が
ん
治
療
！

̶
 

わ
か
り
や
す
い
最
先
端
放
射
線
治
療
の
は
な
し ̶

̶
 

わ
か
り
や
す
い
最
先
端
放
射
線
治
療
の
は
な
し ̶

　放射線治療は、手術・化学療法と並ぶがん三大治
療の一つです。
　最近では技術の進歩により、効果が高くて体に優
しい放射線療法が様々開発され、注目が集まってい
ます。講演では、陽子線治療などの最先端の放射線

治療についてスクリーンを
使用しながらわかりやすく
解説します。

お申込み方法
FAXまたはE-mail、はがき、いずれかの方法でお申込みください。
締切日：平成27年2月25日（水）　
※定員超過により御参加いただけない場合のみ御連絡いたします。

お申込み・お問い合わせ先
〒305-8576　茨城県つくば市天久保2-1-1　筑波大学附属病院総合がん診療センター
市民公開講座「切らずに治すがん治療！係」宛
TEL：029-853-8096　FAX：029-853-3404　E-mail：ccc@un.tsukuba.ac.jp

　放射線治療は、手術・化学療法と並ぶがん三大治
療の一つです。
　最近では技術の進歩により、効果が高くて体に優
しい放射線療法が様々開発され、注目が集まってい
ます。講演では、陽子線治療などの最先端の放射線

治療についてスクリーンを
使用しながらわかりやすく
解説します。

平
成 

26 

年
度 

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
機
能
強
化
事
業 

『がんの放射線治療』
 ～ひとにやさしくがんにきびしい～

『陽子線治療について』
 ～最先端の放射線治療～

講演内容
『がんの放射線治療』
 ～ひとにやさしくがんにきびしい～

『陽子線治療について』
 ～最先端の放射線治療～

講演内容

日　時日　時

筑波大学附属病院 放射線腫瘍科 教授
陽子線治療センター 部長

櫻 井 英 幸
筑波大学附属病院 放射線腫瘍科 病院講師

沼 尻 晴 子
※都合により、内容が変更になる場合がございます。あらかじめご了承ください。

講　師講　師

筑波大学附属病院
市民公開講座

お申込み方法
FAXまたはE-mail、はがき、いずれかの方法でお申込みください。
締切日：平成27年2月25日（水）　
※定員超過により御参加いただけない場合のみ御連絡いたします。

お申込み・お問い合わせ先
〒305-8576　茨城県つくば市天久保2-1-1　筑波大学附属病院総合がん診療センター
市民公開講座「切らずに治すがん治療！係」宛
TEL：029-853-8096　FAX：029-853-3404　E-mail：ccc@un.tsukuba.ac.jp

先　着

３００名
参加費
無　料

先　着

３００名
参加費
無　料

　平　成
２７年２月２８日（土）

１４：００～１６：００
（開場１３：３０）

突然ですが、
あなたは、自分のおなかの
脂肪を調べたことがあります
か?脂肪の付き方には、皮下
脂肪型と内臓脂肪型がありま
す。内臓脂肪型の肥満体質の
方が、高血圧・高血糖・脂質
異常症のうちの2つに当ては
まると、メタボリックシンド
ロームと診断されます。

メタボリック
シンドロームが
なぜ、ダメなのか?
メタボリックシンドロームに
なると、糖尿病・高血圧症・
高脂血症などの、生活習慣病
になりやすくなります。内臓
脂肪型肥満の方が生活習慣病
になると、動脈硬化を進行させ、心臓病や脳卒中といった重大な病気を起こす危険が高まります。水戸協同
病院では、CT装置でお臍の辺りを撮影して、体に付いた脂肪を測定することができます。検査時間は5分
程度です。撮影する範囲がお臍のあたりだけなので、少ない被ばくで検査することができます。あなたも、
自分のおなかの中を調べてみませんか?

内臓脂肪ドック



「
診
療
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」開
設
に
つ
い
て

解答：③以外は全て誤りです。

① 骨がもろくなったり、感染症に弱くなったりするなどの全身的な副作用がでる
のは大量のステロイドを全身投与したときです。外用では大きな副作用がない
ことがほとんどです。
② ステロイド外用薬を中止して、皮膚炎が悪化したように感じるのは、完治の前
に外用治療を自己中断してしまうからです。それはリバウンドではなく、症状
の再燃です。
③ これは正解です。ただし、年齢や塗る部位も考慮して、適切なステロイド外用
薬の強さを選択することで防げます。
④ 黒くなるのは皮膚炎の影響です。日焼けで皮膚が黒くなるのと似たようなもの
です。ステロイドで早めに皮膚炎を治癒し、色素沈着を残さないことの方が大
切です。
⑤ 外用剤には適切な使用量があります。不充分だと症状が治らないこともありま
す。医師の指示に従い、たっぷり使用して下さい（下記解説を参照して下さい）。

解説：ステロイド外用剤は、アトピー性皮膚炎をはじめとして、多くの皮膚疾患
に使用されています。ステロイドは大変優れた良い薬です。しかし、その使用法
を誤れば、副作用がみられることがあります。これはステロイドに限ったことで
はなく、薬全般に言えることです。ステロイド外用薬を上手に使うということは、
十分な効果を引き出し、副作用が出現しないようにすることです。そのためには、
まず薬のことをよく知ることです。なぜステロイド外用薬必要なのか、上手な塗
り方とは、副作用は、などについて理解を深めましょう。

・ステロイド外用薬の強さ（ランク）
　ステロイド外用薬は、皮膚の炎症を抑えるために、最もよく使われている薬で
す。強さは5段階あり、部位・症状に合った強さを選択することが重要です。医
師と相談し、医師の指示に従い、適切に治療をします。通常、顔や陰部には弱め
のランクを。足の裏など皮膚が厚い部位には強めのランクを使用します。

・使用量
　ステロイド外用薬は、1日2回、毎日塗るのが原則です。このとき、塗る量の
目安としてよく使用されるのが、finger tip unit（FTU）です。これは、人差
し指の先端から第1関節部までチューブから押し出した量で、1FTUは約0.5g
です。ローションの場合には、1円玉の大きさが1FTUになります。成人の手の
ひら2枚分の面積に塗る量に相当します。
　副作用が怖いからと十分な量を塗らないと、皮疹が改善せずに、結果としてス
テロイド外用薬の使用が長期間に及んでしまうことがあるため、使用量はきちん
と守りましょう。
・塗り方のポイント
　強く擦らず、伸ばすように広げていきましょう。お風呂上りなど、皮膚が温まっ
ている時に使用すると、外用薬が伸びやすく、塗りやすいです。
・ステロイド外用薬に対する誤解
　その1　ステロイド外用薬とステロイド内服薬の副作用が混同している誤解
　 　ステロイド薬には塗り薬（外用薬）と飲み薬（内服薬）があり、アトピー性
皮膚炎の治療には、主に外用薬が使われます。ステロイドの副作用としてよく
知られているムーンフェイス（顔が月のように丸くなる状態）や骨粗しょう症
は、全身に作用する内服薬の副作用で、外用薬を普通に使用するだけでは起こ
りません。
　その2　色素沈着や赤ら顔がステロイドの副作用という誤解
　 　ステロイド外用薬の使用後に、色素沈着の起こることがあります。これは皮
膚の炎症が治まってきたことによって起こるもので、ステロイド外用薬の副作
用ではありません。
　 　ただし、患者さんがご自分の判断で量を減らしたり使用回数を減らしたりす
ると、皮膚が炎症を起こしている状態が長く続いて皮膚が黒ずんだり、重症化
して赤ら顔になったりすることがあります。必ず、医師の指示通りに使いましょ
う。
・ステロイド外用薬の副作用の種類
　医師の指示通りに使えば、心配は少ないステロイド外用薬ですが、正しく使用
してもときに副作用の出ることがあります。代表的な副作用は以下の通りですが、
その多くは使用を中止したり使い方を変えたりすることによって改善します。ま
た、ステロイド外用薬の副作用は皮膚に起こるものがほとんどなので、医師に患
部を診察してもらい、チェックをしてもらっていれば早くみつけることができる
ため安心です。
　•にきび
　•毛細血管拡張（細かな血管が浮いてみえる）
　•皮膚に赤みがでる
　•皮膚萎縮（皮膚が薄くなる）
　•毛深くなる
　•感染症（細菌、カビ、ウイルス）
　•接触性皮膚炎（かぶれ）

問題作成：研修医　鈴木愛美 　 
監修：皮膚科 科長　田口詩路麻

（解答・解説）
vol.18

　

本
年
2
月

23
日
（
月
）

よ
り
病
棟
3

階
西
側
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー

前
に
「
診
療

サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
を

開
設
致
し
ま

し
た
。

　

従
来
は
紹

介
状
を
お

持
ち
の
患
者

様
、
お
持
ち

で
な
い
患
者

様
、
再
診
の
患
者
様
の
受
付
応
対
業
務
を
皆
一
様

に
「
中
央
受
付
」
で
行
っ
て
お
り
、
混
雑
し
時
間

が
か
か
り
長
時
間
お
待
ち
戴
い
た
状
況
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
為
に
、
紹
介

状
を
お
持
ち
の
患
者
様
の
受
付
に
関
し
ま
し
て

は
、
診
療
科
の
区
別
な
く
一
括
で
「
診
療
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
で
行
い
、
中
央
受
付
で
の
混

雑
解
消
を
目
的
に
開
設
致
し
ま
し
た
。

　

中
央
受
付
に
来
ら
れ
ま
し
た
患
者
様
を
、
専
任

ス
タ
ッ
フ
が
「
診
療
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
へ
案

内
し
、
診
療
情
報
提
供
書
の
確
認
、
ま
た
ご
持

参
戴
き
ま
し
た
レ
ン
ト
ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム
や
レ
ン
ト

ゲ
ン
の
画
像
な
ど
が
入
っ
て
お
り
ま
す
メ
デ
ィ
ア

（
Ｃ
Ｄ-

Ｒ)

の
受

取
、返
却
を
行
い
、

ご
紹
介
先
診
療
科

へ
専
任
ス
タ
ッ
フ

が
ご
案
内
し
、
迷

う
事
無
く
円
滑
に

よ
り
短
時
間
で
診

療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
ま
た
転

院
（
入
院
目
的
の

ご
紹
介
）
で
の
患

者
様
に
は
ス
ム
ー

ズ
に
入
院
し
て
戴

け
る
よ
う
に
致
し

ま
し
た
。

　

紹
介
状
を
お
持
ち
で
無
い
患
者
様
に
つ
き
ま
し

て
は
、
従
来
通
り
に
中
央
受
付
で
応
対
さ
せ
て
戴

き
ま
す
。

　
「
診
療
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
内
に
は
今
ま
で

本
館
5
階
で
稼
動
し
て
お
り
ま
し
た
「
地
域
医
療

連
携
室
」
も
移
設
致
し
ま
し
た
。
医
療
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｍ
Ｓ
Ｗ
）
5
名
と
専
従
の
事
務
員

3
名
で
構
成
し
て
お
り
ま
す
。「
地
域
医
療
連
携

室
」
は
近
隣
地
域
と
地
元
医
療
機
関
と
当
院
を
つ

な
ぐ
窓
口
と
し
て
連
携
を
深
め
円
滑
に
行
え
る
事

を
目
的
に
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
外
来
受
診
中
、
入
院
中
の
患
者
様
が
抱
え

て
お
り
ま
す
相
談
事
に
つ
き
ま
し
て
は
本
館
1
階

外
来
と
病
棟
3
階
を
結
ぶ
渡
り
廊
下
中
央
部
に
、

「
患
者
様
相
談
窓
口
」
を
昨
年
8
月
27
日
よ
り
開

設
し
て
お
り
ま
す
。
専
門
の
相
談
員
（
社
会
福
祉

士
、
医
療
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
等
）
が
対
応
致
し
ま

す
の
で
お
気
軽
に
お
声
を
か
け
て
下
さ
い
。

中央
受付

エレベーター

本館1F

1階フロア地図

病棟3F

患者様
相談窓口

正面玄関

診療サポート
センター


